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論 文 内 容 の 要 旨
癌の自然退縮は極めて稀であるが, 今日までに176例が集計されていること (Coleおよび Everson),
最近癌特異抗原の存在が立証されたことから, 癌に対して生体の免疫学的防衛機構が働いていることを多
くの研究者が認めている｡ 一方, 古 くより牌臓には原発腫癌や転移腫癌の発生が極めて稀であることが経
験的に知られてお り, 生体の抗癌機構に対して牌細胞が重要な役割 りを演じているであろうと推定されて





1) 正常家兎の癌細胞移植後4ないし5日目 (未だ明らかな腫癌形成を認めない時期) に同種牌細胞浮
遊液を静脈内に注入したところ, 腫癖形成までの潜伏期間は延長したが, 生者抑制効果は認められなかっ
た｡ 担癌家兎に同様の処置を行なったが ( 1 回投与法および反復投与法) 延命効果は認められなかった｡
すなわち, 牌細胞の経静脈的全身投与法では腫癌生育抑制効果は認められない｡
2) 非担癌家兎の- 側鼠蹟部皮下に腫慶一自家牌細胞混合浮遊液を接種し, 反対側同部に腫癌細胞のみ
を移植したところ, 混合液接種部に7-17日日頃腫疹壊死物質を産生し, これが吸収されるにつれて反対
側の生着陸癌が約4週間以内に退縮していくと共に宿主はBrown-Pearce癌に対して特異的免疫を獲得し
た｡ しかし, 担癌家兎の自家牌細胞を用いて同様の実験を試みたが延命効果は全 く認められなかった｡ す
なわも, 担病体の牌では抗癌因子が著しく障害されているものと推測される｡








は急激に低下しており, 諸家の報告と一致している｡ また, 組織学的には延命効果のあった群では腫疹辺
















4) 担癌兎で牌細胞接種により延命効果を認めた群ではコンゴ- p - ト係数による網内系機能の克進と
腫痴辺縁の問質反応の増強等が明らかに認められたが無効群では認められなかった｡ したがって網内系の
賦活作用がこの際の癌抑制作用に役割を演じているものと考えられ, その過程に腫療 debrisの刺激が重
要な因子となったものであろう｡
よって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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